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切 な 表 現（Flandricismes, wallonismes et 






























































































ばや発音の悪習（Belgicismes: les vices de 
langage et de prononciation les plus 



















































































































＝ 正 し い 言 語 使 用 の 人（Monsieur Bon 





















語 の 語 彙 的 特 徴 の 目 録（Belgicismes: 
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か ら、1979年 の『 良 質 の ベ ル ジ シ ス ム







































































れる（Hanse & Blampain, 2000: 521）。こうし
た記述は、かつてHanse自身が初版の「序文」
において否定していた、「AではなくBと言い











い（HANSE、第2版、816頁）。« atteindre ... 



















































（Bal et al. 1994）には、『新フランス語難解辞典
（Nouveau dictionnaire des difficultés du français 
moderne）』のJoseph Hanse（1902-1992）、『ボン
ニュザージュ（Bon usage）』の刊行を引き継い
だAndré Goosse（1926-）、『 ベ ル ジ シ ス ム 狩 り


















12　たとえば、誤りであるベルジシスム « Il ne sait 
pas lire, il fait trop somber » に、「良い形態：で





















































員 か ら 構 成 さ れ る（... le sénat se compose de 
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